
日本到着！

2010.09.02

8月31日、私達38人と引率の先生は日本に到着しました。飛行機が徐々に降りはじめると、うとうとしていたみんなも飛び起きて、興奮を隠しきれない様子でした。
空港でト
ランクを受け取る時、人にぶつかってしまって思わず「不好意思噢（すいません）」と言ってしまったら、あいてに「すみません」と言われ驚いた後、やっと日本に来たんだっ
て気づきました。日本での生活の始まりです。
勉強も生活も頑張ります。お世話になった先生方、本当にありがとうございます。みんなでがんばります！

張 黎明さんの日記



きっと全てが良くなって

2010.09.09

今の生活は、なんていったらいいのかな、以前とは全く違います。
たくさんの挑戦と困難、これこそが生きていくってことなのかな。生きていくこと自体が、安穏としたもの
じゃないし。
毎日みっつの交通手段で学校へ。1時間もかかるし、坂もあってほんと、タイヘンです。でも一人で道にも迷わずちゃんと駅を出られたときは、なんだか自分でえ
らい、と思えました。電車の中では、座って寝てしまったら、駅を乗り過ごしてしまうかも、と考えて座らないでいました。
これまでずっとネットが使えなかったので、お母
さんとの連絡も取れないし、ほかにもいろいろあって、やきもきしていました。昨日初めて学校に行って、ある女の子が話しかけてくれても全然わからなくて。彼女は私より年
上なので、お姉さんってよぶことに。それから彼女に抱き着いて泣いてしまって。もう恥ずかしい。。。まあ、私の失敗。ちょっと弱気になってたかな。
クラスは15人だけ。
女子二人の名前はまだ覚えていません。みんな親切で、数学の授業では、自己紹介をすることになって、先生もなす術なしでした。それからいくつかの言葉をみんなに聞いて、
それを説明してもらいながら、なんとか自己紹介を。私はみんなに、小学生がうらやましいな、心配事なんてないし、家に帰ればお母さんが待っているし。日本に行けて、同級
生たちはみんな羨ましがっているけれど、一人ぼっちでいるたいへんさなんてわからないよね。家にいるときとまったく違って、やりたくないことも頑張ってやらなくちゃいけ
ない。蚊に刺されても泣けなくて、ガマン強くなって、でもこうやって成長していくんだ。これこそが人生なんだ。私たちは国は違うけれど、みんな人間同士、友達になれるし
国境なんてない。こんなことを話していたらちょっと涙ぐんだ男子がいて、私まで泣いてしまいました。でもみんなとてもやさしく、大丈夫だよ、きっとよくなってくるよと言
ってくれました。そしてみんなが私の家族になってくれるって言ってくれました。クラスのみんながお父さんでお母さんで、兄弟に。「お母さん」は物静かで、子猫のようにや
さしくて。
とても気持ちが落ち着きました。ホームステイ先のお父さんは私が革靴で靴擦れしているのを見て、絆創膏を貼ってくれて、お姉さんはたくさん蚊に刺されたあと
をみて殺虫灯をつけてくれました。食事の時はいつもたくさん食べてねって言ってくれます。とても温かい家庭ですが、お母さんが入院中なので、早く良くなって会いたいで
す。
勉強は大変で、高校二年の後半は、もう微分積分を勉強しています。まだ勉強していないことが多くて、授業は聞いてもよくわかりません。科学の先生は板書をしてくれ
たので、漢字がわかりました。でもお父さんはまだ勉強したことのないことだから、勉強しなくちゃいけない、と言っています。そうですね、できることばかりやっていてもだ
めですよね。
先生はとてもとても、よくしてくれます。いつも声をかけてくれて、もう慣れた?学校はどう?って聞いてくれます。それから同級生たちにも張さんをよろしくね
ってしょっちゅう言ってくれます。今日数学の庄先生がこれまで勉強したテストの要点をまとめてどっさり渡してくださいました。
気分が落ち込むと家が恋しくなるけれど、
でもここの生活にも慣れていけば、きっとすべてがよくなると信じています。
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ちょっと期待

2010.09.11

前とは違って、最近は笑うことも多くなった。段々こっちにも慣れてきたみたい。
クラスの男子はみんなすごく接しやすくて、クラスにも馴染んできたよ。みんなと手を叩き
合ったり、友達みたいに大声でしゃべったり笑ったり。まぁもともとの性格が良いってこともあるんだけど（へへ）、人と話をするのが大好きなんだよなぁ。
明日は学校で秋
桜祭がある。うちのクラスでは《ある役者の一日》という劇をやるんだけど、今日の午前中はみんなが練習してても何言ってるか全然聞き取れなくてつまらなかったなぁ。それ
に私は参加しないし。だから思い切って「私も参加したい。セリフを言いたい」って申し出たら、みんなが私のために新しくセリフを追加してくれたんだ。もちろん重要なもの
でもなんでもないけど、それでもこれで私もクラスの一員になれたんだ、みんなと同じ。
昨日国語のテストがあってびっくりした。だって私はこっちに来てからまだちょっと
しか経ってなくて、国語の授業すら受けたことがないんだよ。テスト用紙の上のたくさんのカタカナを見て、完全に頭が真っ白になった。担任に電子辞書を使っても良いか聞い
たんだけど、先生は「辞書はだめ」「もし分からないならそのまま出してくれればいいから、大丈夫」と言ってくれた。それから私に適当に問題を選ばせてくれた。どうせ全部
選択式だから、適当に選んでも合う確率はあるって。でも私が「私は問題の意味すらわかんないんです。これでもし適当に答えを書いて合ってたとしても、意味はないんじゃな
いんですか」と言ったら、先生は真面目な顔になって、「えらいな」と一言。それから私に他のクラスメイトの答案を見せてくれて、「ほら、みんなにも分からない問題がある
んだ」と言ってくれた。クラスメイトのみんなも私に声をかけてくれて「私たちもわかんないんだから、大丈夫だよ」って慰めてくれた。なんだか心が暖かくなったよ。
今日
クラスで文化祭のTシャツが配られた。ピンク色で、後ろの5Aって書いてある。へへ、みんなひとつのグループなんだ。
ホストファミリーのお母さんがあと一週間で退院す
る。待ち遠しいなぁ。きっとまた家の中がにぎやかになるんだろうな。お母さんの手作り弁当が食べられるといいなぁ。ここ何日かはずっと学校で昼食をとっていて、それもな
かなか美味しいんだけど、やっぱりクラスメイトがみんなお弁当を持っているのをみると羨ましく感じちゃうよね。
昨日の体育の授業では野球にチャレンジしてみた。ルール
が全く分からない状態だったのにも関わらず、先生がバッドを持たせてくれて、みんなも応援してくれた。幸せだなぁ。まぁ結局ボールには掠りもしなかったんだけど。恥ずか
しかったな。。。
家に帰るときはすごく大変で、坂を登らなくちゃいけない。マラソンを走り終えた後みたいにはぁはぁと息切れが激しい。でもまぁたくさん汗もかくし、ト
レーニングだと思えばいいかな。毎日こうしていればきっと健康にもいいし。
電車に乗るのが好き。毎回違う発見、色んな感動があるし、様々な人に出会えるから。
あと、田
舎もなかなかいいところだよ。新しい体験が出来る。
それから（ちょっと話し過ぎたかな。。。）後井先生のメール受け取りました。ふふ、センターからよく私たちのことを
気にかけてくれるようなメールが届くんだよね。嬉しいな。　　　　　以上。
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近況についてつらつらと

2010.09.17

もうすぐ中秋節ですねぇ。月餅食べたいなぁ。以前は小豆餡が一番嫌いだったけど、今はそれでもいいから食べたい。でもこっちの人はみんな中秋節を知らないからな。う
う。。。一年で一回しか月餅が食べられないというのに、今年はその一回すらないのか。
私みたいにパンやビスケットをおやつとして食べてる人からすれば、ここ最近は本当
につらいとしか言いようがない。こないだどうしてもどうしても食べたくなってしまって、なんで日本に来る前にもっとたくさんお菓子を食べておかなかったんだろうって自分
を恨んだくらい。それからホームシックもやばい。くわえてもうすぐ自分の誕生日だから、家に帰りたいなぁとか思っちゃった。でも数えてみたら、まだ十ヶ月ほどある。残り
の時間を一日一日数えて過ごすわけにもいかない。だってそれじゃあまりに寂しすぎるでしょ。だから、この思いとおやつに対する渇望を原動力にして、勉強に精を出そうと思
う。朝早く学校に行き、夜は数学の勉強。うん、なかなか良いぞ。。ちょっとなんか感覚を掴んだかも。生活も本格的に始まってきた感じ。
授業はもちろん分からない。英語
の授業はもういっそ聞かないことにしてる。英文基礎の本で自分で勉強するつもり。この本は東京から学校まで送ってくれた吉国先生がくれたものなんだ。古文はもう言うまで
もなく。先生でさえどこから私に教えればいいか分からないみたい。「みんな分かってないから、大丈夫だよ」って言ってくれたけど、でももしテストで0点だったらどうした
らいいの。。。現代文は、テストがよくある。全部カタカナで、しかもすごーく長い。それでも適当にやったら25点取れた。意外と潜在能力があるみたい（笑）。来週の国語
のテストはしっかり復習していかないと。出来れば満点取りたいなぁ（テスト範囲はもう先生から伝えられてるんだ。ただ覚えられないだけで）。数学は、来たときにはもう微
分積分をやってた。あと楕円。進度がめちゃくちゃ速い。でもまぁわかんなかったら自分で勉強するだけだし、分かるまで自習しかない。そうだ、中国の教科書に比べたらだい
ぶ分かりやすいよ。
数学といえば、前田先生には本当に感謝しなきゃいけない。私に直接教えてくれるわけではないんだけど、中国語の教科書からグラフのところをコピーし
てくれたの。それからもし分からないところがあったら遠慮なく聞いてくれって言ってくれた。だから勉強頑張らなきゃ。あと田中先生も。いつも面倒がらずに説明してくださ
って。うん。。。数学頑張ろう。
授業中はもちろん眠たい。だって聞いてても分からないし。でも寝ちゃダメ。だから自分でも分かるような本を持っていってそれを読んで
る。時間は無駄にしちゃだめだからね～
明日から空手をやるんだ。へへ。最初はきっとまたなにも出来ないと思うけど、でも――ずっと出来ない訳にもいかないでしょ？
田舎
に住んでいると買い物するにも車で行かなきゃいけない。今週末には多分行くはず。適度にお菓子を買っておこう。適度に。適度に。。。物価がちょっと高いから、辛いんだよ
ね。あとお母さんがもうすぐ退院すると思うから、それも楽しみ。。。
そういえば昨日の夜お腹が空いてしまったんだけど、それをお姉ちゃんに言うかしばらく迷って（でも
まさか勝手に家のものを食べるわけにはいかないから）、恥ずかしいのを堪えて打ち明けると、お姉ちゃんがパンを一袋くれた。日本のパンはどれも一袋がすごく小さいんだけ
ど、それでも一口食べただけで、ものすごいテンション上がっちゃった。。。私パン大好きなんだよね！
今、私がこれからの生活に期待しているのは、もっと忙しくなってく
ること。自分の存在価値を見つけること。それからしっかり勉強すること。しっかり暮らしていくこと。後悔しないこと。だって、これは私が自分で選んだ道だから、どんな困
難に直面しても、きちんと正しい努力をして、無駄に落ち込んだり頑張りすぎたりしないこと。。。。
以上。
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人はヘトヘトになる生き物

2010.09.18

一日目は空手部へ行った。私を入れても三人だけ…。岡村さんが基本動作を教えてくれた。一度にあんなにやってもすぐには覚えられない。でも空手ってほんとにかっこいい。
体は鍛えられるし、辛いことや苦しいことにも耐えられるようになる。辛いといえば、ここのところ毎日疲れてへとへと。通学路は坂ばっかりだし、夜なんて人っ子一人いなく
て、街頭すらない！怖いよ～…それに犬も吠える。追ってきて咬まれでもしたら…ううう。私悪者じゃないよ～。
だけどすごく鍛えられるよ。だってどんなに帰りの道のりが
辛くても、家には絶対に帰らなくちゃいけないからね。自分で歩き始めた道だもの。困難をぬぐい去れないのなら、それに立ち向かうだけ。汗だくになって、息も絶え絶えの
時、「忍人所不能忍，必能成人所不能成（人が耐えられないものに耐え、人が成せないものを成す）」の言葉を思い出す。そして長距離走のように、一切の疲れを無視して、ゴ
ールだけを目指して突き進むんだ。
今日は土曜日。授業は午前だけ。午前はあんまり眠くないから、ちょっとだけ授業聞き取れたよ。英語の先生が私に問題を解かせたんだけ
ど、私の答え全部間違ってた…。でも誰も笑ったりしなくて、ちょっとほっとした。化学では先生が私に注目してくれてるみたいだったから、やる気出た。国語は61点、進歩
したなー。やっぱり読書の効果かな。今となっちゃ何も覚えてないけど。今日はバスケ部の試合があって、顧問の数学の先生と担任の先生はそっちに行っちゃった。数学はテス
ト。時間はかかったけど、なかなかの出来。来たばかりの、何もできなかった頃よりずっといい。
昨日、教室に皆が中国へ修学旅行へ行った時の写真がたくさん飾られてた
よ。担任の先生がわざわざ私に見せてくれたんだ。ははは。優しいよね。
明日あさっては休み。よしよし。これで勉強できる…。私の学校って勉強に力入れてるんだ。毎週水
曜日には数学の補習があるし。日本の高校の授業って楽だとばっかり思ってたのに…。きっと学校によって違うんだろうね。でもその方が勉強になっていいと思う。最近は時間
が過ぎるのが早く感じる。もう二週間になるんだ。学校にも慣れたし、本腰になってきたよ。この分だとあっという間に時間が経ちそう。そうしたら自分が孤独だとか寂しいだ
とか、変な事考える時間もなくなりそう。
そうだ。学校には図書室があって、色んな本が借りられるんだよ。自習室にもなるし。私もあそこで勉強したいんだけど、授業遅く
までやってるからなあ。あとパソコン教室。留学生は皆あそこでパソコンやってるよ。教務主任があなたもやる？って聞いてくれたんだけど、私は自分でパソコン持ってきたか
らそこはとっても楽なんだ。
今の私、不平不満が減ってだいぶポジティブになった気がする。苦労はするけど、苦労の中に喜びを見つける、それが私の生き方だもん。そうそ
う、明日お母さん退院するんだ。よかったよ～。
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中秋、中秋

2010.09.23

昨日は中国の伝統的な祝日、中秋節でした。以前周りにいる日本人の友達や家族の方にも聞いたりしたんだけど、どうやら中秋節というものを知らないみたいで、月餅も食べた
ことがないんだとか。中国にいたときは中秋節のこともそんなに気にしてなくて、適当に過ごしていたんだけど、でも今になってみると、月餅を食べれるのは本当に幸せなこと
なんだなぁって思える。
“祝日の時こそ親、家族への思いは倍になる。”この言葉は本当だったんだね。昨日駅に着いてから電車に雷が落ちたことを知ってさ。それで電車がそ
のまま1時間ほど停車していたから、仕方なく車内に座って発車するのを待ってたんだ。電車の中はクーラーが効き過ぎていて、あまりに寒くてちょっと風邪引いちゃった。寝
たかったんだけど、もし電車が動き始めてそのまま寝過ごしちゃったら怖いから、携帯で何回もアラームかけて、バイブが鳴ったらすぐ起きられるように、ずっと手の中に握り
締めてた。電車の窓の外は見渡す限り真っ暗で、空も若干曇ってたから、月の周りを時々雲が流れていったりして、月の光をますますぼんやりとさせた。
一昨日ちょっと怖い
ことがあったの。部屋の壁に突然巨大なクモが現れたの。足が茶碗くらい大きくて、最初は夢か何かだと思ってたの。それかおもちゃか。だって今まで一回も見たことなかった
から。その正体がはっきりと分かった後はあまりに怖くてよろよろとおねえちゃんのところに助けを求めにいったよ。最終的にそのクモは死んだんだけど、それでもその晩はや
っぱり怖くて眠れなかったよね。あとで先生に聞いた話なんだけど、ああいうクモってそんなに珍しくもないものらしくて、家の中に蛇が入ってくることもあるんだって。しか
しあのときのあのクモの足は本当に怖かった。腰抜かしちゃいそうだったもん。私この世界の中で一番クモが嫌いなんだよ。どんなに小さいやつでも怖くて仕方ないんだよね。
怖くて泣いちゃうこともあるし。でも一昨日は泣かなかっただけでなく、そのあとその部屋に戻ってそこで寝たんだよね。別に怖くなくなったとかじゃなくて、本っ当に仕方が
なかったんだよ。人間っていうのは本当にどうしようもなくなったら、それなりに頑張れるものなんだなぁ。
そうだ。これから先、もうだめだって思うときがあったとして
も、私はもう以前みたいに甘えたり、逃げたりは出来ないんだ。ただその困難と向き合って、自分の力で打ち勝っていくしかない。
このことに気付けたのが、私にとっての大
きな収穫なんだろうな。
ここ数日だいぶ涼しくなってきたね。秋大好きなんだよねー。最近は授業も少しずつ聞き取れるようになってきて、先生に当てられて黒板で問題を解
いたりもしてるんだよ。古文が未だサッパリなのを除けば、他のはまだなんとかなる感じ。この秋は、しっかり勉強して、しっかり生活しようと思う。私のこの留学生活にもっ
とたくさんの収穫があるように！
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誕生日

2010.09.26

ワッワワ、今日は私は17歳の誕生日~~あーあ、また年をとっちゃった。。。
毎年誕生日って、なんとなく気持ちに引っ掛かるものがあって、うれしさよりも、強烈な孤独感
を感じてしまいます。これが成長するってことなのかな。でももう17歳だなんてびっくりです。自分ではずっと13歳の子供のままの気がするのに。
ステイ先のお母さんがやっ
と退院できました。私の誕生日に間に合うように退院を早めてくれてみたいで、感激です。朝ごはんもおいしかったな。卵に浸したパンを、バターで熱したフライパンでこんが
り焼いたもの。お母さんが、家族みんなは甘いものをあまり食べないけれど、今日は私の誕生日なので、甘いのを作ってみたの、と言ってくれました。本当においしくて、お母
さんのセンスは最高ですね。
今日はお客さんをたくさんよんで、私のバースデーパーティーです。お母さんの中国人のお友達の美秀さんとそのお子さん、お父さんの同僚の大
島さん、オーストラリアのお姉さん、それから二人の日本人です。うちの中は大賑わいでした。今日の晩御飯はとてもおいしかったです。美秀さんが餃子を作ってきてくれたの
で、やっと餃子を食べることができました。。。それから月餅も。。。ケーキも。。。もちろんちょっとずつだけれど、大満足です。
大島さんとも、話していることはよくわ
からなかったけれど、ずっとお話をしました。みんなで楽しく過ごしました。なんだか今日は自分がここの主のようです。お客様をもてなして、食事をお出しして、なんだか、
自分でもすごいって思います。みんなからプレゼントももらいました。ハンカチは三枚です。日本人って、ハンカチが好きですよね。一番気に入ったのは、お姉さんがくれた靴
下です。冬に履くハイソックスで、超可愛い。こんなにたくさんのプレゼントを誕生日にもらったのは初めてです。しかも大島さんの提案で、みんなでバースデーソングを歌っ
てくれました。もう大感激。。。ふさいだ気持ちで過ごすはずの日が、今晩は最高の気持ちでした。今年の誕生日は、つまらないなんてことはありません。
異国でこんなにも
あたたかい気持ちにさせてもらって、家族のみんなに、そして今日、来てくださった、みなさんに心から感謝です。。
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とりとめのないこと

2010.10.02

日本に来て1ヶ月、最近は1日が過ぎるのがとても早い感じがする、慣れたからかな。
来たばっかりのときは数日が1ヶ月ぐらいに感じられた。あのときみたいにとにかく中国
に帰りたいという気持ちは徐々に消えていった。心理状態がとてもよいのだと自分で思う。
クラスには女子が2人だけいて、まだ何でも話せるほど仲良しではなくて、ちょっと
焦ってる。日本語の能力が少し低いので、彼女たちと私が話すのはお互いにちょっと大変だから、あまり話をしない。でも――私から積極的に話しかけなくちゃね。クラスの男
子はみんな元気いっぱいで、いっそまず男子と仲良くなってそこから突破口を見つけようかなとも思う。へへへ。渡辺くんは劉翔によく似ていて、数日前から千葉に試合に行っ
ていたみたい。担任の辻先生はバスケットボール部の顧問だからいっしょに行ってた。昨日帰って来て、みんなに記念の文字が書いてあるお菓子をお土産にくれた。とってもい
い人。放課後帰るときに挨拶してくれた木村くん、佐藤くん、それに拍手してた渋谷くん、Bクラスのあの男子もやさしそう。。。彼らと仲良くなること！が今の私の目標で
す。
自分が情熱を持って多くの事をやらなきゃと思う。自分からクラスメートに関心を持って、勇敢をふるってみんなに話しかけて、そうしないとみんなに受け入れてもらえ
ないし、仲良くもなれない。
学校の先生はみんなやさしい。一番好きなのは田中先生。私にくれるプリントにパソコンで図を描いてくれたり、色々な本を調べてくれたり。三
年の前田先生も私に中国の教材をコピーしてくれて、照らし合わせながら勉強できるようにしてくれた。前田先生は体がおっきいのに、心の中はとっても温かい。。。私の授業
の受け持ちではないけれど、いつも私の数学の勉強のことを気にしてくれる。前田先生に質問をしたことがないのが残念だけど。。。必ず一生懸命勉強します。
もうすぐ試
験、多くの内容があるんだけど、地理がめちゃくちゃ、先生の言うことがサッパリわからない。教科書の順番通りじゃないみたいで。でもたくさんコピーをとったから、来週先
生に試験の重点をすこし聞いてみよう。化学はちゃんと復習すれば問題ないはず。ただ物理をどうすれば？試験範囲は私が習っていないところばかり。。。自分でやるしかな
い！！英語。。。自信ないな。でもちゃんと勉強しよう。英語の本がたくさんあるから、授業の内容がわからなければ自分でやろう。古文は、正直いうと、まだ先生の話がさっ
ぱり聞き取れない。先生が試験では私用に特別の問題を作ってくれるって言ってた。私の能力に応じた範囲内の。どうか0点だけはとりませんように。
そうだ、数日前学校に大
学の先生が来て大学の紹介をしていた。私が聞いたのは広島大学の紹介だったけど、意外にも聞き取れて、真剣に聞いちゃった。とても良さそうな大学だった、色々な学部があ
って、私が好きな教育学部もあった。本当に大学生活にあこがれる。日本の大学に行きたいな。
ずいぶん涼しくなったから、風邪を引いてしまった。。だって朝14度のときに
シャツ1枚だけで、翌日毛糸のセーターを着たら暑くて、やっぱり天気予報はみないといけないね。自分でも変だと思うけど、私はお天気が悪い方が好き。。。風や雨、曇り、
濃い霧。。。そんな時に家にいると幸せを感じる。今日はお天気が荒れていたので学校が休みになって、1日ちょっと休めた。でないと毎日すごく眠くてこめかみが痛い。日本
の高校もとても大変で、頻繁に試験と補講がある。来年は高三だからもっと大変だろうね、でもいんだ！早く高三の生活に慣れれば帰国してからそのまま高三に上がれるから。
中国の先生達はいい先生ばかりだから、また同じ学年で過ごしたい。ここで色々なことを経験して、多くのことを得て、勉強も落ちこぼれずに、自分でも心から「日本に来て本
当によかった」と思えるようにしたい。
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学校生活

2010.10.11

私達の学校は、土曜日の午前中も授業があるので、午後も部活に参加すれば、一日中学校にいることに。そうすると休みは日曜日だけ。日曜日の過ごし方は掃除や宿題をした
り、ホームステイ先のみんなと出かけたり。私は学校が大好き、だってしっかりと規則正しく過ごせるからね。
中間テスト前の1週間は、職員室への立ち入りが禁止されるん
だ。それと数学のテストの20点分は、普段の課題提出物や小テストの結果が評価されて、その上ノートもテスト終了後先生に提出。それらすべてで成績が決まるの。小テスト
の結果が悪くても、きちんと訂正して再提出すれば中間テストから減点されることはないから、まあ、人道的な対応、ってかんじかな。
明日から四日間、9科目のテストがスタ
ート。ついさっき地理を勉強したけれど、どこから手をつかたらいいのか全くわからなくて。何が大事なことでどれを覚えたらいいのかな。地理の先生が言っていた範囲が細か
すぎて、もう全然ダメ。英語は、勉強することはたくさんあるけれど、範囲を明確にしてくれたので、問題をちゃんと勉強しておけば大丈夫そう。ただ、時間は結構かかりそう
だけど。教頭先生は「来たばかりなんだから、あまり心配しないで、テストの点は気にすることはないよ」って、言ってくれたけれど、気にしない、なんてムリ。。。
楽しい
ことを話すね。先週、外国語の授業で、アメリカ人の先生がゲームをさせてくれたの。クラスを二つに分けて、黒板に聞き取った単語を書いていくもの。私の番になったとき、
まごついていたら先生が「だいじょうぶ、簡単だよ。手伝ってあげるから」って。ある男子が日本語で言った単語を、先生がもう一度英語で言い直してくれたんだ。。その単語
が聞き取れたとき、アッって、感激しちゃった。ほとんど英語を忘れちゃっている人間にとって、これてすごく感動的な瞬間だよね。「ticket」この単語なら知っている！別の
グループの男子はまだ書けていなかったので、みんなもびっくりしていたよ。へへ。ちょっとした優越感、かな。先生はよくやったね、と親指をたてたポーズをとってくれて、
私もすごくうれしかった。。。結果は私達のグループの勝利！
先週の武道の授業で、面も、全部防具をつけたんだ。それから先生と実際に打ち合いを始めて、まず長い棒（名
前忘れちゃった）をかかげて相手と対峙するの。それから隙を見て相手に打ち込み。武道の服ってかっこいいよね。でも着るのが大変だけど。
先週の数学のテストは満点。は
じめのころは4点で、今は10点になったの。ちょっとずつ、進歩してるよね。もちろん満点の人なんてたくさんいるし、問題もやさしいけれど。先生が毎回出す復習問題がすご
く難しいので、テストの問題が簡単に感じられるんだ。内容も高１のものだしね。でも今勉強している高２の定積分や極座標なんかはちょっと難しいな。授業によっては複雑な
こともたくさん話すけれど、授業の最後にまとめて話してくれるかわからないので、質問してみたら、先生は笑いながら、定積分と面積のことは結論さえ覚えればいいんだよっ
て言ってくれたんだ。授業1時限分をかけて、たったひとつの公式にたどりつくところは、中国と同じだね。まあ、そこにたどりつくまでが、たいへんなんだけど。
先々週の国
語のテスト結果は、85点。当初の25点とくらべたら、これだって進歩したよね。
明日からのテストもがんばらなくちゃ。あがらないように。。。先生方はみんな、できなくた
っていいんだから、わからなかったら書かなくってもいいんだよ、簡単なことだよって、言ってくれるの。例えば初めて国語のテストを受けた時なんて、0点だったとしても、
たいしたことないよって言ってくれたし。なんだか日本の先生たちって、中国の先生と全然違う気がするね。。。
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テスト初日

2010.10.12

朝からすごい緊張。もうテストのことが心配で心配で。教室ではみんな教科書片手にあれこれ話して、それから地理のプリントの束を見直して復習を。なんだかみんなに比べた
ら、私なんて何にも勉強してないも同じような気がしてきた。1時間目は英語。0点はないと思う。だって例文はいくつか暗記してきたし。でも合格点はとれないかな。だって
わからないのは全くちんぷんかんぷんだから。地理は問題数がすごく多かった。テストが始まってもどれが最初のページかわからなくて、ボーゼンとしちゃった。日本語がぎっ
しり書かれていて、ホント、日本語の読解力をあげるいいトレーニング。。答えられたのは選択問題だけで、後はさっぱりわからない。クラスのみんなも、一人残らず難しいっ
て言ってたよ。数学は前半は順調で、授業は難しいのに、テストは簡単、なんて思っていたら。。。最後の20点の問題が、極方程式でＸＹを用いて図を表示するというもの。
あのrがどうしても消せない。。。おかげで満点はパア。80点以上とれていればいいな。
でもテストってなかなかいいね。頭にいっぱい詰め込んで、脳みそフル回転、よく頑張
ったなってすごい充足感があるよ。でもテストが終わったら、ちょっと気が抜けちゃった。お昼には学校がおしまい。一瞬、これからどこに行こうかわからなくなっちゃった。
こんなに早く帰れて、一人で道を歩いていると、お日様がポカポカしてすごくゆったりした気分。郊外の町の、静かで落ち着いた雰囲気。家に帰ってお昼休寝を。1時間だけの
つもりが2時間も寝ちゃって、でも気力は完全に回復したよ。テスト勉強は大変だけど、ちゃんと休める時間もあるし、学校も生徒のこと、考えてくれているよね。プレッシャ
ーもないし、後は自分の力を発揮するだけ。
明日もがんばるぞ～
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成績発表

2010.10.16

実は試験が終わってすごく絶望したんだ。化学の勉強、夜2時まで頑張ったのに、何の役にも立たなかった。。。硝酸やアンモニアの工業的製法の名前が全部片仮名。しかも人
の名前からつけられてるんだよ。ハロゲン元素、オキシ酸、ヨウ素酸カリウムのでんぷん試験紙の名前とかも、見れば分かるけど書けと言われたら無理。だから63点しかとれ
なかった。クラスの最高は87点。私のこの成績はかなり。。。次回頑張ろう。先生の出題傾向も分かったし。
古文の試験は私だけ皆と違う問題が出された。漢文詩「代悲白头
翁」を日本語か英語に翻訳するというもの。試験中、松岡先生が親切に「英語でもいいよ」と言ってくれたのだけど、私は情けなくも「日本語にしておきます」と。実は漢詩の
意味もあまり分からなかったので、なんとなくの翻訳をした。先生が見たらきっと笑うだろうな。。。
英語ライティングの成績が出た。55点。きっとクラスの最低点数。平均
は71点だから。ビリはビリだけど、0点じゃなかったことに、ちょっとほっとした。もう何年も英語勉強してないんだから、文法も何も忘れちゃったよ。
現代文。58点。男子
の中に私より点が低い子がいたみたい。私、現代文にはけっこう素質があるみたい。へへ。漢字の書きとりと読解は全部正解。ただ問題自体の意味があまり理解できなかった。
しかも文章が縦書きだから「棒線部分」を探し出すのがすごく難しい。大汗をかきながら、指で文章をなぞってどうにか読んだって感じ。
数学２。もともと一番期待してた科
目だったのに、たったの82点。問題が理解しきれなくて、だいぶ点を落とした。次は90点取れるよう頑張ろう。
11月の全国模試に参加するかどうか先生が聞いてきたので、参
加すると答えておいた。本当はあんまり受けたくないんだけど、日本に来たのは色んなことに挑戦するためだって思ったら、せっかくの機会を手放しちゃいけないって思って。
それは今後の武道大会やマラソンにも言えること。考えただけで大変そうだけど、やってみて後悔するってことはないと思うから。
今日はいくつか嬉しいことがあったよ。
１．授業中数学の先生が、訂正した解答用紙を来週提出するように言ったのだけど、授業が終わった後に、もう一度私の所に言いに来てくれたんだ。私が聞き取れていなかった
ら大変だからって。とっても優しいよね。２．初めて図書室に本を借りに行った。「ノルウェーの森」。これからはいっぱい図書室でたくさん勉強しようと思う。３．生活の糸
口が見つからないと思ってたけど、そんなことないみたい。だいぶ方向がつかめてきた。
明日は休み。お姉ちゃんとご飯食べに行くんだ。食べ放題みたいな感じらしいから、
明日の朝は食べ過ぎないようにしなきゃ。へへ。おいしいものたくさんあるといいな～
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成績+思うこと~

2010.10.18

続々と試験の結果がでてきたよ。今日は英語の河原先生に褒められちゃった。英語２が61点だったので。平均をうわまったよ。先生から「張ちゃんいい点を取りましたね。頑
張っていますね。」って言ってもらえたけど、先生には本当に申し訳なくて。だって英語はまだまだで、今回も答えを暗記しただけだし。。。あとはカンで答えて。。。ちょっ
と後悔。。
地理はたったの29点。しかも平常点も込みでの点数。普段の提出物でも、点数がもらえて、これはみんなも一緒。でも本当に地理って聞いてもさっぱりわからない
の。これから一生懸命頑張ろう。
物理は波の部分がよくわからなかった。それと三角函数がいっしょになっていて、公式から周期や波を求めたりするの。これは59点。もっと
低いかと思っていたので、自分的にはまあまあ。進歩はあったかな。固定端波の入射、反射、合成波はあってたからね。来たばかりのときはみんな知らなかったけど。だから成
績は二の次で、まずは進歩することが大事。ベストを尽くして頑張ってるしね（なんて自分で慰めたりして）。
最高得点はあるクラスメートの93点。『勝った』って顔をして
いたけど、なんだってこんなにうらやましいのかな。。
物理の補講が終わってから、物理の渡辺先生が、問題集をやっているか聞いてくれて、それから2009年版の問題集をく
れたの。新しいのが来るまでは、これを先にやってみなさいって。もう感激～～だって物理の先生がこんなにやさしいとは思ってなかったから。ちょっと近寄りがたい雰囲気っ
ていうか。なのに先生から渡してくれたなんて、これってどうして？私の頑張りぶりに感動しちゃったのかな（ちょっとうぬぼれ）？？今日の保健の授業でも、先生がずっと
「張さん、よろしい？」「張さん、大丈夫？」って聞いてくれてたし。体育の先生も、そんなに冷たい感じの先生じゃなかったみたい。しっかり勉強しなさいって、みんなにも
よく声をかけてくれるしね。
今日は学校を出たら外はもう真っ暗。人通りもないし、大好きな秋の季節、冷たい風が頬をなでていき、すごく気持ちいい。何日か前に、中国の
先生とお話をする機会があっって、いろんなことを教えていただいた。特に印象に残っている言葉は「心にやましいところがないとし、高潔の士を自任し、自己陶酔に陥ってし
まう」「一つの物事だけみつめていると、結局は同じような過程に陥る。努力する人をさげすむ人はいないし、他人と比べる必要もない。」「どうして、先生に目をかけてもら
えたのか?成績がいいからじゃなくて、真面目で、まっすぐな態度のおかげだよ。。。」
これまで失敗してきたときは、結果ばかりを気にしていたからだって気づいたの。試験
の結果が悪ければ、がっかりして、そう思えば思うほど、また成績も悪くなっていった。ベストを尽くすことが大事で、結果は後からついてくるんだよね。結果だけを求めるよ
うなことはもうしないぞ。まじめに努力して、自分に恥じないようにしなきゃ。汪国真の言葉のように「成功だけを求めるのではなく、遠くけわしい道のりを選んだのだから」
ってね。
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毎日ちょっとずつ

2010.10.19

私って日記を書くのが好きみたい。毎日のちょっとしたことを書くのって楽しいよね。だって人生で大事なことが起きているこの時期、ちゃんと書き留めておきたいんだ。何も
おこらなかったみたいに、今のことを忘れてしまうのは嫌だから。
私の日記を読んでくれるすべての人たちに感謝を。みんなの励ましが、日記を書くエネルギーなんだ。平凡
な毎日で、大したことは書いていないし、私の日常なんて、みんなともあまり関係ないけれど、日記のアクセス数を見るたび、誰かが読んでくれてるんだって思えて、日記を書
くことが、友達に話しかけているように思えてくるんだ。
ちっちゃな幸せをたくさんみつけること、これが毎日を希望にあふれた素晴らしいものにしてくれる。
今日は数学Ｃ
のテストが返ってきた。７３点、クラスで２位。庄先生がテスト用に大きく「good！」って書いてくれて、「よくがんばったね」と言ってくれたの。嬉しかったな。点数のこ
とじゃなくて、がんばったって、認めてもらえたことがね。でも本当に不思議だよね。１か月半前は黒板に書かれた数式がさっぱりわからなくて、双曲線や放物線、楕円なんて
ちんぷんかんぷんだったのに。
３０日前に、もう授業を聞くのはあきらめて、自分で数学を勉強することにしたんだ。２０日前は、先生が話す極座標が突然わかるようになっ
て、それから真面目に授業を聞くようになって、黒板に書かれた問題も解くようになったの。そして今、ちゃんと授業を聞いて、ノートをとって、まったく周りと同じように授
業を受けているんだよ。
今日も地理の授業をしっかり聞いて、ノートもとって、なんだか幸せいっぱいな気分。全てはちゃんと良いほうにすすむよね。
今日のパソコンの授業
はイラスト制作。むずかしかったけれど、ちゃんと課題をこなせたよ。最後にはもうこのソフトを使えないのかなって、ちょっとがっかりしちゃったぐらい。
今日の体育の授
業は、バトミントンの新しいグループ分けを。私はＢ組の大前さんとペアを組んで、大前さんはこれは僕たちのゲームだ、こっちは休みだとかって言ってくれたの。でも１ゲー
ムも勝てなくて、「お疲れ様」って言ってもらったよ。
今日の放課後は、物理の質問をしに先生の所へ。３０分間も、先生は根気よく説明してくれて、公式や、図を紙びっし
りに書き込んで、ちゃんと私が理解できるように説明を繰り返してくれたの。そのうちに自分で、ちゃんと問題を理解していなかったので、複雑に考えすぎていたんだってわか
ったんだ。先生ってすごいよね。ちっとも面倒くさがらず、丁寧に教えてくれる先生こそ、本当のいい教師だよね。
今日、職員室に携帯を取りに行ったら、教頭先生からチョ
コレートをもらっちゃった。うれしいな。
今日の数学の小テストはあっという間にできちゃった。ちゃんと復習をしている成果かな。
一日の終わりに、一人でゆっくり振り返
ってみる。楽しかったこと、わくわくさせられたこと。
明日は数学の補習。全国模擬テストの問題を勉強するから、ちゃんと聞かなくちゃね。あとは物理、現代文、数Ｃ，地
理と。。。どれもしっかり勉強するぞって、考えていたら、なんだか明日が楽しみになってきちゃった。明日もきっといい日だぞ。
ウン、明日も頑張ろう。

張 黎明さんの日記



笑った笑った～

2010.10.23

今日の空手はすごく楽しかった！だって、今日は顧問の先生も来たから！！私は家が学校から遠くて、夜一人で帰るのはちょっと恐いから、毎週土曜日の午後だけ部活に参加し
てるんだ。柏原先生はすごく面白くて、部活中も笑い声が絶えなかった。それについに本物の稽古を受けたっていう感じもした。部員は私と男子2名だけで、普段はあんまり話
さない。今日は先生が来たから雰囲気もすごく良くなって、皆ずっと笑ってた。。。やっぱり、笑顔っていいよね！
31日の岡山理科大学での稽古は、何度も考えてやっぱり行
かないことにしたよ。だって、基本稽古とはいえ、まだ数えるほどしか部活に参加してない私が達人たちに混じって稽古をするのは、やっぱり気が引ける。。。邪魔になるだ
け。それに行ったら丸一日。せっかくの日曜日だからしっかり休んで、全国模試に備えなきゃ。
先週修理に出した学生靴が今日戻ってきた。ちゃんと取りに行くように教頭先
生がわざわざ言いに来てくれたんだ。感動したー。私の靴、つま先の糊が剥がれちゃって、雨の時に水がいっぱい入って靴下がびしょびしょになっちゃってたんだ。それを学校
の購買部のおばさんに相談したら、すぐに教頭に掛け合ってくれて、教頭先生自ら糊で貼り付けてくれようとしたの（この時点で相当感動。先生なのにこんなに親身にしてくれ
て）。結局糊ではくっつかないことが判明して、新しいのを買うように言われたんだけど、お金払ったのは私じゃにんだ。靴がなくてどうしようって思ってたんだけど、これで
二足交換しながら履くことができる。。。教頭先生、本当にいい人！！
そうそう。私昨日風紀委員会に入ったんだ。毎週金曜の朝校門に立って生徒達に挨拶するんだって。学
校が始まってから皆事あるごとに集まって何かの会議をしてたんだけど、それが何なのか私は知らなかったのね。委員会に入りそびれちゃった私は行く場所がないの。お昼は教
室も委員会に占領されちゃってるし、一階から四階まで、図書室ですら会議に使われて、行ける所がないから、最後には仕方なくとある準備室で座ってたんだ。そのことをある
先生に言ったら、すぐに担任の先生に伝えてくれて、担任が風紀委員に割り振ってくれたってわけ。何が言いたいかっていうと、皆すごく私を気遣ってくれていて、私が困って
いると、皆全力で助けてくれようとする。昨日校門であいさつをしてる時、子供を送ってきたたくさんの父兄の方が車の中でお辞儀をしてくれているのを見た。いいよね。人は
こうやってお互いに挨拶をするべきなんだよ。そうしたら皆いい気持になるもんね。それにクラスメートの渡辺さんとも話ができたし、この調子で皆といい関係を築いていきた
いな！
うーん。。あと数学の先生に、方程式の方程はどうして方程っていうのかって聞かれた。中国語では音訳なのか、それとも何か特別な意味があるのかって。だからもう
調べて調べて、大量の資料をまとめたよ。中国古代数学の『九章算術』の名詞について今度先生に紹介するんだ。
来週も頑張るぞ！

張 黎明さんの日記



久しぶり

2010.11.11

日記を書くのも久しぶり。みんな元気かな?だんだん寒くなってきたけど、体には気を付けてね。特に女のコ達はね。
そんなこと言ったら、本当に寒くなってきたよね。ひざ上
のスカートをはいて、3.4度のなか自転車に乗らなきゃいけないなんて。このスカート、何でこんなに薄いの?
今日の体育はハードル。タイミングがうまく合わなくて、ハード
ル前で足がもつれて、ひとつ倒しちゃった。でも体は温まったけど。なんたって短パンをはいて体育をするんだから、もう寒いのなんのって。
全国模試もやっと終了。武道大
会も昨日おわったばかり。ずっとどきどきしてたけど、昨日ストンと落ち着いちゃった。着替えて体育館に向かうとき、薙刀をにぎって、防具が入った袋をさげて、すその長い
道着を着て北風に向かって歩いていたら、大昔の漁師になったみたいな気分に。歩きながら何度も胴着の裾を踏んじゃって、階段でそのままころんじゃった。私は始めて1年未
満の試合に参加。対戦相手はみんな中学三年生の後輩たち。まだルールもよくわかってないし、姿勢もよくないのに、1試合勝てたんだ～～
試合前に、胴着を裏返しに着ている
って教えられても、落ち着いて教えてくれた後輩にありがとうって、言えたよ。なんだか精神的にもずいぶん落ち着いてきたみたい。トイレで着直して、尚子さんに手伝っても
らったんだ。やさしいよね。昨日の試合前も、面具をつけるのを手伝ってもらったし、その時も一人でつけられなくても気にすることないよ、試合も緊張しないでね、みんなあ
なたが来たばかりだって知ってるし、ヘンだなんて思わないよって言ってくれたんだ。おかげで昨日はリラックスできたよ。今日の体育の授業が終わった後も、着替えて更衣室
を出たら、尚子がまっていてくれたんだ。うれしかったな。日本語の質問にも毎回丁寧に答えてくれるし、この優しくて可愛い友人が大好き。
最近考え方もちょっと変わって
きたみたい。前はクヨクヨ考えることが多かったけど、今はトラブルにあっても、落ち着いて対処できるようになってきた。だってみんな私が笑顔でいることを望んでくれるか
ら。たくさんの人に助けてもらって、みんなからパワーをいっぱいもらっている。この前の体育も、ニコニコしながらグランドに向かってたら、同学年の中国人留学生に「なん
でいつもそんなに元気なの？」って聞かれちゃった。「だって寒いから」って答えたら、不思議そうな顔をしてたよ。自分でもどうしてこんなに元気になれたかよくわからな
い。寒くったって、落ち込むようなことがあったってね。パッと目の前の世界が素晴らしいものになったみたいなんだ！。
確かに毎日は平凡だし、先輩たちの言ってる通り、
同じようなこと繰り返しだけどね。でもやることはいっぱいあるし、毎日があっという間。毎日特別なイベントがなくたっていいんだよね。だって楽しいことばかりでも疲れち
ゃうから。楽しいことはないかなって考えてばかりいたらつまらなくなっちゃう。自然体が良いよね。やるべきことはキチンとやって、そうすることが毎日を充実させることだ
から。
電車で目を閉じてゆっくりするのも好き。足元がポカポカして、もっとゆっくりしていたいのに電車は駅についてしまう。見知らぬ人たちと同じ電車に乗り合わせ、駅
に着くとみんな思い思いの方向に散っていく。同じ電車に乗り合わせるのだって縁だよね。
また木曜日、今週ももうすぐ終わり。いつの間にか11月になって、どんどん日本に
もなじんできたよ。そのかわり中国がだんだん遠く感じられるようになってきちゃった。帰国のときは、帰りたくなくなってるんじゃないかな。（笑）

張 黎明さんの日記



楽しい

2010.11.14

昨日の空手の練習に、いつもはいない男子が2名参加しました。ひとりは3年生の先輩、もう一人は始めたばかりの人みたい。男の子ってホント、にぎやかで、昨日もいろいろ
やらかしてくれました。稽古中、光歩が沖先生に向かってわざとまばたきをし、本人が我慢できなくてふき出したとたん、みんなも一緒に笑い出してしまいました。笑い出した
ら練習なんて続けられなくなっちゃったのに、先生まで一緒になって笑い出してもうみんなで大爆笑。蹴りの練習のとき、みんなに大きな声で気合を入れるように言われたけ
ど、シンとしたなかで、女の子が大声を出すなんてチョット。。。やっぱり声が出せなくて静かに蹴っていたら、みんなが一緒に声を出してくれました。ハハ～私が号令をかけ
る番になった時、「1，2,3,4,6。。。」と号令をかけてしまって、5が抜けてるよ、とからかわれてしまいました。みんなまた大爆笑。「5がキライ？なんだって７に飛んじゃ
うのかなあ」って言われてもう倒れちゃいそう。日本語だと、ナゼカ数字を一つ飛ばしちゃう。。。
その後、先生から月曜にアメリカの生徒たちが、私たちの学校に来るの
で、演武を見せるとの発表が。私も板割の動作の練習をしました。練習時間は数分だったし、動きもぎこちないので、周りから自分だけ浮いていないか心配でした。先生に、板
が割れなかったらどうしようと相談すると、大丈夫、絶対割れるよ。板を持っている生徒に君が板を打ってきたら、バキっと割るように言っておくから、って。。しかも私が打
ってきたら、板を支えている男子は打たれた衝撃でよろめいて倒れるようにもするって。。。
でも全然練習しないでやったら、絶対にボロが出ると思うので、事前に知らせて
もらってよかったです。それまでに練習できるしね。外国人へのデモンストレーションとはいえ、日本の武道の評判を私のためにおとすわけにいかないし。だって、男子のなか
には本当にすごい人たちもいるんだから。
今日は久しぶりのお休み。午前中は矢掛町のお祭りにいってきました。市場みたいで、食べ物から靴下まで売っていて、お母さんと
中国で朝市に行った時のことを思い出してして、なんだか懐かしい感じが。古い鎧を着て銃を構えている人もいて、なにかのイベントをやっていたようです。みんな、耳をふさ
いでいると思ったら、すごい爆音が。煙も、もうもうとあがっていました。その観衆のなかからふと、中国語が耳に飛び込んできました。中国人がおばさんと一緒に話していた
のです。なんと彼女もこの町に住んでいるとのこと。彼女はここで日本人と結婚して、お子さんも一人いるとのことでした。
午後は海へ。有名な瀬戸内海です。以前は中国の
洛陽に住んでいました。洛陽は内陸なので、海を見たことがありません。今日は見るだけじゃなくて、実際に海にふれて、貝殻もたくさん拾ってきました。もっといたかった
な。本当にきれいで、お母さんが、向こう岸に見えるのは、四国よって教えてくれました。海にはたくさんの船や、ボート、そして小さな島も浮かんでいます。空と遠くの海の
境目がないみたいで、この広い海を見ていたら、自分がちっぽけに思えてきました。「波が岸辺に打ち寄せる」という言葉を思い出して、透き通った海水が石を洗う様子を眺め
ました。カラフルで、岸辺にはたくさんの生き物たちの打ちあげられています。もちろん、ほとんどが死んじゃってますけどね。映画の中ではこんな海をみたことがあります。
主人公が一人、海岸で思いにふけり、海風が髪をゆらし、ただ波の音だけが聞こえる。まるで自分がその映画の主人公になったみたいです。素敵な海が、全ての悩みを吹き飛ば
して、頭をからっぽにし、きれいな貝殻をさがす。これこそ小さな幸せですね。何年かしてこの時のことを思い出したら、また幸せな気持ちになって涙を流すかも。
今、自分
は本当に幸せです。
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大好きな場所

2010.11.20

まずは空手の演武について少し。本当に予想外に成功しました。
あの日、学校につくとすぐに、担任の先生に演武に参加するかどうか尋ねられた。「まだ上手じゃないから、
皆の足手まといになります。。。」戸惑いながら言うと、先生は一言。「でも他の部員は皆君が参加することを楽しみにしているよ。」
その後高橋君から、詳細は光歩に聞く
ようにと言われ、私は教室へ戻った。始業間際、光歩君が息も絶え絶えに私のクラスへやってきて、一緒に体育館へ行こうと言う。「お手伝いするだけじゃだめ？」私が尋ねる
と、彼は首を横に振った。「だめだめ。君はもう空手部の一員なんだから。絶対に皆で参加しなきゃいけないよ。」「でも、私は型の通りに動けないし、上手くないし。」心配
そうに言う私に、光歩君は明るく答える「大丈夫！参加しよう。きっといい思い出になるから」。皆が私を励ましてくれて、皆が私を参加させようとしてくれる。彼の話を聞い
て、私は急に安心した。どうであれ、私達は一つのチームなんだから、皆で一緒に頑張らないと。
私はもう一度光歩君に板割の動作を教えてもらい、真剣に練習した。演武は
まず男子から。アメリカ人の生徒も全力を出し切った。次は私だ。光歩君の合図で前へでて、胸を張ってお辞儀をした。周りはしんと静まり返り、聞こえるのは自分の呼吸の音
だけ。でも私はもう恐くなかった。私は一人じゃないから。私の目の前で、光歩君が杉板を持ってくれている。必ず割れるようにするから。光歩君はそう言ってくれた。傍らで
は、高橋君と三年生の先輩も見守ってくれている。きっと心の中で応援してくれているはずだ。距離を調整すると、光歩君が目で合図をした。それと同時に大声で気合を入れ、
素早く拳を突き出す。板が割れた。会場から拍手が湧きおこったその瞬間、ずっと心を締め付けていた不安は、安堵と喜びに変わった。このような経験が出来たことをとても嬉
しく思う。光歩君の言うとおり、素晴らしい思い出になった。私を励ましてくれた皆に心から感謝したい。
私は遅咲きのタイプなのかもしれない。始めの頃は周りとの関係も
あまりうまくいかなかったけれど、時間が経つにつれてだんだんと打ち解けて、皆と話したり遊んだり、今では学校での毎日が本当に楽しい。私が困ったり戸惑ったりしている
と、必ず誰かが助けにきてくれる。
実紗季、尚子、宮脇、渋谷、直人、誠太、羽原、佐藤、北村・・・皆良い人ばかりで。本当にずっとこの場所で、ずっと今のように、この
愛すべき人達と一緒にいたい。
それから大好きな辻先生、逸見先生、是沢先生、川原先生、渡辺先生・・・人生の中でこの人達に出会えたことは、私の最大の喜び。この先ど
んなことがあっても、この優しい人達のことを想えば、きっと幸せを感じられる。
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思いっきり泣いてから

2010.11.29

今日は後井先生が学校まで来てくれた。たくさんのことを話していたら、涙がとまらなくなって後井先生に心配をかけしてしまい、申し訳なくて。たいしたことではなかったの
に、自分の気持ちを、この機会にとばかりに全部吐き出せたので、気持ちはすっきりしたかな。
確かに、ここのところずっと落ち込んでいたかも。自分はどうして何をやって
もダメなんだろう?これっぽっちの能力もないのかな?たぶん、なんでも初めて出会う経験ばかりだから、戸惑うことが多いのかな。
お医者様の高山先生が、お風呂に入るとき
は、傷口に水がかからないよう何度も電話をくれた。ガーゼの上からラップをまいて防水する方法も教えてもらった。今日もお母さんに手伝ってもらってラップをまいたのに、
お風呂から上がるとガーゼが濡れてしまったので、ガーゼを取り換えることに。いったい、いつになったらこの傷が治るのかな、とまた落ち込んで。
全部自分が悪いの。お母
さんにどうしてもっと気を付けなかったのって叱られちゃって。みんなあなたを心配しているのに、水につけてしまってって。私は言い訳ばかりだって。
その通り。私は言い
訳ばっかり。みんな私が悪いんだよね。こんなケガをしたことがないので、ラップをまいたら水につけても大丈夫だって勘違いしていた。初めてこんなに叱られちゃった。こん
なに自分が何も知らないお馬鹿さんだって思い知らされた気分は初めて。
私はできないことばかり。だってやったことがないから。今日の失敗から学んで、明日はきちんとで
きるようになるかも。私の心配をしてくれる人たちは、こんな私を許してくれるかな?初めての失敗を許してくれるかな?
きっとダメだろうな。お母さんはもう疲れちゃったっ
て言っていたし。私もだよ。何度も何度も言い争って、お互い泣き出してもそのたび、どうしたらしたらいいかもわからない。繰り返される疑心暗鬼の中、だんだん怖くなって
きて、臆病になってしまう。私はどうしたらいいのかわからない。あとどれくらい頑張れるかわからない。
自分が馬鹿でした、これは悪いことだって、みんなに申し訳ないっ
て言い続けて。そして思いっきり泣く。
3か月の間、こんなにつらかったことはなかった。やっと自分の気持ちを言葉にして、お互いに理解し、これからも続けていける。自分
のウッカリが引き起こしたこの騒動、全部自分が悪いから。
子供が異国に来て、大人になっていく中、たくさんの間違いを犯して、周りの人たちにもあきれられてしまう。で
もこの子は失敗しながら学んでいるってことをすごくわかってほしがっている。全然ダメな子だって言われたくない。この子は未来に希望を抱いている。ちょっとしたことでも
うれしくてたまらない。でも楽しいことが続くときっと嵐に巻き込まれてしまう。困難に陥っても、ちょっとでも状況が好転すれば、その子はまた笑顔を取り戻せる。
子供は
どうしたらいいかが、よくわからない。ここに彼女の考えを書いているけれど、とりあえずの考えかも。もうすぐ、もしかすると明日にでも明るい気分になれるかな。みんな心
配しないでね。これは言葉にしてるだけ、だから。
ここにはもっと明るい気分になれるようなことを書くべきだろうけれど、悲喜こもごも有るのが、本当の人生だと思う。他
人の楽しみを奪う権利もないように、だれもつらいことが起こるのを止めることはできない。でも、きっとのりこえられる。ぐっすり眠って起きれば、夜明けが来る。ささやか
な喜びは大きな悲しみに打ち勝てる。明日は、私はきっと元気だよ。
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神戸、神戸

2010.12.13

今日神戸に、学校の吉国先生と一緒に行ってきました。日本に来て三か月、まだ遠出をしたことはありません。私たちは青春18切符を使いました。新幹線より安いですが、時
間はやたらとかかって、午前11時にやっと神戸に到着しました。
にぎやかな駅前に降り立ち、人込みや、たくさんのお店に大興奮でした。この何か月かは、ずっと閑静な田舎
暮らしだったので、こんな都会の喧騒はすっかり忘れていました。一気に私の故郷の洛陽を思い出しました。洛陽にも大きなショッピングセンターがあって、通りをたくさんの
人が行きかい、色とりどりの広告が。。。なんだか一瞬、自分の国に帰ったような気になりました。
まずは中華街へ。たくさんの中華料理屋が並び、とてもにぎやかです。特
に肉まん屋さんの前は長い行列ができていました。みんな楽しそうに食べ歩きをしています。それに中国から直送された商品がたくさん売られていました。なんだかどれも懐か
しくて、故郷に帰ってきたみたいです。私たちはバイキングのお店でご飯を食べることにしました。人が多かったので、制限時間は45分、お店の従業員はみんな中国人でし
た。
麻婆豆腐、揚げ豚肉の甘辛餡、卵チャーハン、ゴマ団子。。。うーん正直、この店の中華料理は。。。ハハ。。。フツウかな。。。ちゃんとした中華料理って言うんじゃ
なくて、味付けもしょっぱかったり、からすぎたり（もしかして私があっさりした味の和食に慣れちゃったからかな）私のお父さんが作った料理のほうがよっぽどおいしいぐら
い。。。でも！あいにくお店が大混雑だったし、みんなお皿にたくさん盛り付けて食べて、店の外には中に入れないでずっと待っている人もたくさんいましたしね。実は今一番
食べたかったのはおかゆ、それから中華風揚げパン、これこそ本当の中華料理、です。
それから海に行きました。ビルのような大きな船がとまっていて、たくさんの観光客で
あふれていました。名も知らぬ島々を鳥が飛び交い、遠くの空を眺め、とてもきれいでした。それからお買い物へ。お店の人たちもにぎやかにセールスをして、また中国を思い
出しちゃいました。。。それからイルミネーションを見に行きました。キラキラと豪華で素晴らしかったです!言葉でうまく言い表せませんが、音楽に合わせて、飾りが白くぼ
うっと輝きだし、たくさんの人がその前で、写真を撮っていました。みんなうっとりと眺め、その表情はとても幸せそうです。人は途切れることがなく、まばゆい光の神の国に
訪れて、だれもがクリスマスの洗礼を受けているようです。
私は神戸が好きです。にぎやかな人の群れ、ここでの確かな存在感が好きです。でもこの美しい場所を立ち去る時
が来てしまいました。電車の中でぐっすり寝てしまい、長く寝ていると体のあちこちが痛くなってきてしまいました。10時半、やっと鴨方に到着。駅の灯り以外、あたりは真
っ暗です。街灯とたまに吹き付けてくる風にドキッとさせられます。一人で家路につくのは、ちょっと怖いですね。時間も遅いし、あたりもシンとして。でも時間が遅くても、
怖くても、家に帰らなくては。自分の部屋にたどり着いて明かりをつけなきゃ。こんなことを考えながら、ダウンジャケットのフードをかぶって、一生懸命に自転車をこぐと、
遠くには山が暗く浮かび上がっています。「コワクなんかない。太陽も地球に端にきているから、あと何時間かしたら、ここも明るくなってくるんだから」そんなことを考えな
がら、必死になって坂を上り、止まっちゃダメ、止まっちゃうと、自転車のライトが消えてしまうから、と自分に言い聞かせます。やっと家に着くと、なんだか勝ったって気分
でした。よくやったって、自分をほめちゃう。
今、頭は痛いし、今日はすごく疲れました。まだ気持ちも整理できていません。体も十分休めてないし、あの坂を上ったのと、
今日一日の疲れかな。でも、ゆっくり休めば、明日、明るくなってきた頃にはきっとよくなっています。
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にぎやかなのに憧れて

2010.12.16

私はにぎやかなのが好き。特にこの、年末から新年を迎える時期が。クリスマスも、お正月も旧正月も楽しみでたまらない。この前、神戸に行ったときは大興奮しちゃった。人
がたくさんいて、クリスマスツリーまで見てこられたし。あちこちのお店でセールをしていて、新年関連の品物もたくさん売られていた。すっかり暗くなっても、ずっとそこに
いたかったな。本当にその日は帰りたくなかった。駅に帰ってきたらあたりは真っ暗で灯りもなく、びくびくしながらシーンとした夜道を自転車をこいで帰ったんだ。
日本は
もうすぐお正月。でもあんまり実感がわかないな。いつもとあまり変わらないし、町は相変わらず人通りも少なくて、たまに車が通り過ぎるぐらい。
今日は外国語の授業あが
った。アメリカ人の先生が、クリスマスソングをたくさん教えてくれた。教室は暖房がきいてポカポカして、きれいなクリスマスソングを聞いていると、気持ちまで暖かくなっ
てくる。先生が明日からアメリカに帰省するので、皆さんと会うのは来年ですね、というのを聞いて、ハッと、もう年末なんだなって実感した。中国も、アメリカも、そして日
本もね。
ある意味、このアメリカ人の先生がうらやましくもあるな。
駐輪場のところにある教室を覗くと、アメリカ、オーストラリア人が集まって、フラワーアレンジメント
をしている。ここのところずっと、彼らの歌うクリスマスソングが外まで聞こえてきて、明るい教室からは楽しげな雰囲気が伝わってくる。
スーパーには大きな長靴がならべ
られて、中にはお菓子がぎっしり詰まっている。子供いあげるクリスマスプレゼントみたい。これをみていたら中国の「旺仔ギフトパック」を思い出しちゃった。食べたことは
ないけれど、袋を開けて中身を取り出す瞬間が嬉しいんだよね。
いろいろなことが頭をよぎっていく。にぎやかな売り子の声、スペアリブの量り売りの屋台の前に群がる
人々、年越しの商品を売る店員は指の出た手袋をつけて、お金を数えている。冬の冷たい空気に、人々の吐く息も白くなって。。。これはみんな中国での思い出。以前は年末な
んて好きじゃなかった。だってうちは3人家族で洛陽で暮らし、親戚もいないので、毎年お正月も、他の家みたいにワイワイにぎやかにすごすなんてことはなかった。静かにご
飯を食べて、大みそかの特別番組も、全部観終わる前に寝てしまうことも。親戚や友人たちと過ごす家がうらやましかった。みんなでお正月の爆竹を鳴らす人たちがすごくうら
やましかった。学校の友達に、一緒に遊びに行こうと電話で誘っても、いつも親戚の家に行く予定があるのでダメ、といわれてばかりだった。そしてひとりで、ぼうっと年末年
始のバラエティ番組をみながらすごすだけだった。
これが嫌な思い出として残っている。3人でも楽しく新年を過ごせばいいのにね。お父さんお母さん、私がいれば十分なの
に。
この冬は、一人で外国に来ている。お母さんはもうすぐ別の街に仕事へいく。お母さんに家を離れることないのに、他の人たちは年末年始、家に帰ってくるのに人、どう
して出ていこうとするの？って聞いたら、私がいないので家にいてもつまらないと、私が帰ってきたら、もちろんどこにも行こうなんて思わないわよって返事が返ってきた。ど
うして3人がばらばらの場所に分かれなくちゃいけないのかな?
自分が家が恋しいわけじゃなくて、お父さんとお母さんが一緒に新年を過ごしてほしいだけ。両親は私が二人の
すべてだって言ってくれるけれど、私はそんなことは望んでいない。ふたりに自分たちの人生をもっと大切にしてほしい。私がそばにいなくても、楽しく過ごしてほしい。
最
近学校がとても楽しい。クラスメートみんなが大好きだ。なんでもすごく人気のあるクラスなんだって。男子はみんな売約済みだし。。。ハハ。みんな元気で、個性的で、向上
心があって、やさしくて、すごく可愛いの。それに大好きな尚子さんもすごく可愛い。この前の球技大会では、ふたりで体育館に座り込んでたくさん話したんだ。その時わかっ
たんだけど、彼女は見かけはとってもおしとやかなのに、実は活発な人なんだなって。きっと日本を離れるときは、みんなと別れたくない気持ちになっちゃうな。このクラスの
みんなが、中国のクラスメートたちより好きなんだ。こんなにみんなとの一体感を感じたことはないよ。
人と人との出会いは、本当に縁だよね。何もおかえしができない人た
ちもいるけれど、精一杯、この出会いを大切にして、この出会いを永遠の記憶として魂に刻んでいきたいな。
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空手の大会

2010.12.23

今日はとても疲れましたが、気分は最高です。タイトルから、私が試合に出たなんて思わないでくださいね。試合にはスタッフとして参加したんです。ハハ。大会のパンフレッ
トに、自分の名前が選手の呼び出し係として載っていました。試合前に「赤、○○高校○○さん、青、○○高校○○さん」って読み上げる仕事です。簡単そうに思えますが、私
にとっては、学校名や人名をちゃんと読むことが難しくて。ずっとそばにいる先生に、読み方とアクセントを確認していました。一番タイヘンだったのは、これは昇級審査の試
合だったので、勝者同士の試合では、選手がみんな場内にいるので、だれとだれが対戦するのかが、よくわからなくて。。。
今日の大会では、選手みんなが全力で取り組んで
いました。スポーツ観戦の魅力って、みんなのチームワークですよね。本当にうらやましい。柏原先生が、来年からは寮生活も始めることだし、しっかり練習をしよう。試合に
も出られるよって言ってくれましたが、びっくりしてしまいました。だって、空手部には入部したものの、まだ練習も数回しか出ていないし、しかも私は器用なほうではないの
で、いつも失敗ばかりしているし。でも、時間のある時に、もっと空手を練習しようと思います。
名前を読み上げるとき、○○選手、ではなく○○さんと言ってしまったり、
先鋒と読み上げるところを中堅と読み上げてしまいました。先鋒や中堅なんてさっぱりわからないし、大将だってよくわからないのに。でもなんとか大きなミスは犯すことなく
無事終了しました。家に帰ってきたら外はもう真っ暗。クタクタになりましたが、気分は爽快です。このような機会をくださって、家まで送り迎えをしてくださった柏原先生に
は本当に感謝しています。まだ数回しか練習に出ていないので、自分は正式な部員にはまだまだ、なんて思っていたのに、パンフレットに、空手部の部員として名前を載せても
らえるなんて。今日も雑用をお手伝いする程度かなって思っていたのに、ちゃんと大会スタッフとして名前を載せてもらえる仕事を任せてもらえました。。。
とても光栄なこ
とと、驚きましたが嬉しかったです。。。
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マレーシアの新しい友達

2010.12.25

家にマレーシア人の男の子が来た。彼は日本で3週間の交流活動をしていて、今回、彼のホストファミリーと一緒に私の家に遊びに来た。でも彼は中国語と英語とマレーシア語
しか話せない。彼は私を見てあからさまに興奮していた。ここ数日大変だったみたい。日本語が話せなくて、ホストファミリーとの交流もジェスチャーだけで、とても困ったっ
て。そこで今回は彼のために通訳になってあげたよ。へへ。この仕事好きだなあ。
私達は自分の国の文化についてたくさん話した。彼は、彼の家の周りの面白いスポットなど
を、グーグルマップを使って説明してくれた。彼らは中国の大陸についてあまり詳しくないみたい。普段見ている中国語の番組も全部台湾のものらしい。話していると、ついつ
い彼のことを中国人だと思い込んでしまうのだけど、たまに分からない言葉もあるみたいで、そうするとやっぱりマレーシア人なんだなあと気づく。実際、血筋的には中国人な
んだろうけど。広東語も話せるし。中国の顔をして、中国の言葉を話すのに、中国のことをあまり知らない彼を見て、とても興味が沸いた。私達はすっかり意気投合してたくさ
んの事を話し、いつか私がマレーシアへ行ったらガイドをしてくれるという約束までした。。。そして彼は、帰らずにずっとこの家にいたいと言った。帰っても日本語が分から
ないからと。私は彼を励ました。「日本語が分からなくても大丈夫。もっと積極的になってみて。例えばいつも笑顔を絶やさないとか、家事を手伝ってみるとか。日本語が離せ
なくても、ホストファミリーのお父さんお母さんは君のことが大好きで、君と交流したいと思ってる。だから悩まなくて大丈夫。頑張って色々なこと試してみて。そうすればマ
レーシアに帰っても後悔しないよ。ここは田舎だけど、田舎ならではの体験もあるよ。ずっと賑やかなマレーシアで生活してきたんだから、田舎を体験するのって貴重な経験だ
よ。」こう話し終えると、自分自身たくさんのことを悟ったように思えた。
最後に私達は連絡先を交換した。別れの時、彼は私に向かって大声で叫んだ。「僕のこと忘れない
でね。連絡取り合おう！」私も大声で返す。「もちろんだよ。いつかマレーシアに行ったら君だけが頼りだからね！帰ったら、笑顔でホストファミリーの皆さんと接してね。忘
れないで！」まるで駅のホームでの別れのよう。考えてみるとちょっとおかしいけど、とても嬉しかった。新しい友達ができて、また一つ別の国の文化を理解することができ
た。今まで、自分はマレーシアとは何の関係もないと思っていたけど、今日突然マレーシアの友達ができた。本当に嬉しい！いつか絶対にマレーシアへ遊びに行こう！
今日
は、今のホームステイ先で過ごす最後の一日だった。明日には寮に戻る。あさってから一週間は愛媛県のホームステイ先でお正月を過ごすけど、それが終われば寮での生活が始
まる。新しい生活で心機一転。うん。未来は希望で溢れている。いつでも戻れる家がある。毎日がとても楽しい。
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冬休み＋近況

2011.01.14

まず初めに。遅くなりましたが、皆さんあけましておめでとうございます！寮に入ったせいで、ネット環境がかなり不便になっちゃって、それでずっと日記を書きに来れなかっ
たの。
この機会に私の近況について書いていこうかな。この年末私は愛媛県の今治市に行って、忘れられない7日間を過ごした。私が日本に来て以来一番多くの体験をして、一
番楽しく過ごした7日間だと言っても過言じゃないくらい。加藤先生と由紀姉、それから可愛い健クン、百合絵、加藤さん家のおじいちゃんとおばあちゃん、みんな私に深い思
い出を残してくれた。潮流体験、お餅作り、温泉、松山城見学、神社の参拝。。。一日一日がすごく充実してて、まるで閉鎖されていたところから外の世界に解放されたよう
に、目の前が急に開けて明るくなった。
みんなに餃子も振舞ったんだよ。最後は餃子スープになっちゃったけど（皮が薄くて破けちゃったんだよね）、でもみんなニラと卵で
作ったタネが美味しいって言ってくれた。エプロンをしてご飯を作るお手伝いもしたよ。最初はもうキッチンにこもりっきりで、ものすごいやる気だった。
毎日違った体験を
した。毎日新しい驚きと喜びが私を待ってた。家の暖かさを身を持って感じた。楽しそうに遊びまわる子供たちを見て、自分も大きくなったなぁと感じたり。たった7日間しか
なかったけど、すごく深く印象に残った。毎月の定期レポートの作文の中にもこの思いは書ききれなかったよ。最後加藤先生が学校まで送ってくれたとき、一人で色んな荷物を
抱えて、なんだかこれから故郷を離れるみたいな感覚にとらわれた。荷物の中には加藤さん家族から頂いたバナナと、ジャム、それから一膳の漆器のお箸。これだけ大きな収穫
があるにもかかわらず、なぜか何ともいえない寂しさが込み上げてくる。“春休みにうちで過ごしたいんだったらまた言ってね”と加藤先生は目で私を見送った。“そんな、申し
訳ないです”と私は笑って答えた。春休み。春休み。その時に私はまだ学校に住んでいるのかな。
加藤さん家の皆さん、暖かく迎え入れて下さって、本当にありがとうございま
した。
それからは寮での生活が始まったわけです。ぶっちゃけ予想していたのよりは良かったよ。だって通学と帰宅の時間が省けたし。こんなに寒い日に外で歩き回るなんて
あまりにも辛過ぎるからね。それから自分で自分の生活リズムを決められるのもいいよね。何時にご飯を食べて何時にお風呂に入って、とかとか。あとその日何を食べるのか毎
日楽しみだし。ちょうどいい時間に洗濯して、換気して、掃除して。。。実際一人で生活するのもなかなか良いよね。一番重要なのは、これから空手の練習が出来るってこと。
練習が遅くなって家に帰るのが怖いってこともないし、それに一週間で3回も日本語の授業に出ることが出来る。
ただ寮に住んでる人がみんな高3生で、センター試験が終わっ
たらみんな帰っちゃうから、高1の女子私一人が取り残されちゃうの。物寂しくなるなぁ。。。愛媛から帰ってきたあの数日間を思い返してみる。まだ誰も来ていなくて、2階
丸ごと私一人だけ。廊下の明かりはチカチカと光って、ちょっぴり怖かった。でもこれでも日本に来てからかなり慣れたんだ。もし中国でこんな経験をしたらきっと怖くてひっ
くり返っちゃう。でも今は我慢することを覚えた。だってどんなに怖くたって眠らなくちゃいけないし、まさか一晩中座ってるわけにもいかないでしょ。岡山県に住んでいたと
き、どんなに家が遠くたって帰らなくちゃいけないっていうのと同じことだよ。怖いからなんだ、つらいからなんだ、一人になったときに誰に頼ろうというの？結局自分でどう
にかするしかない。もう小さい子供じゃないんだから、両親の前で愚痴をこぼしちゃいけない。そしたらもう自分で向き合うしかないでしょ。
最近マラソンの練習があるんだ
けど、走ってるときに半袖短パンだと寒いし辛い。でもみんな我慢してるんだから、自分も一歩一歩走り通す外に道はない。毎回何千メートルもの道のりを走り終えたとき、い
つも何かに勝利したような感覚にとらわれる。それにゴール間近になるといつも急に力が沸いて来て、ラストスパートがすごい速い。こういう練習はこれからも続いていくけ
ど、きっと私は毎回最後まで走り通せると思う。そういえば以前中国で800メートル走をしたときは、いつもレース前にすごい落ち込んで、やりたくないって騒いでた。これよ
り辛いことなんて絶対ないと思ってて、まるで世界最後の日が訪れたかのような絶望っぷりだった。それなのに今4000メートルを、私は一言の文句も言わず完走してる。死ぬ
ほど疲れるし、風邪も更に酷くなったけど、でもすごい嬉しい。だって私は自分に打ち勝ったんだから。
先週吉国先生と徳島県の大塚国際美術館に行ったんだけど、予想通り
うっとりしたよ。芸術の素晴らしさを感じた。不意にルネッサンス期のことを思い出したよ。
2月にはスキー合宿があるの。高1のみんなと一緒に行くんだ。へへ。学校もよく
考えてるな。不意に生活に対して自信がついた。数ヶ月前の困難と悩みがついに現在の順応と希望に取って代わった感じ。どんなことでも始まりは大変だっていうもんね。頑張
って耐えてきてよかった。でもこの喜びが最高潮まで達したって分けでもない。喜びが過ぎると悲しみを生むって言うじゃない。一言で形容するなら、退屈の中にもたくさんの
喜びが潜んでる。平凡で単純なことほど忘れがたい。単純な幸せだよ。
頑張ろう。中間研修でみんなに会えるのを楽しみにしてるよ！

張 黎明さんの日記



新年

2011.02.03

昨日の午前中に、研修に参加したみんなとお別れをして、私はひとりで先に学校へ。研修の間はほとんど寝ていないので、ちょっと疲れました。本当は昨日の午後は休ませても
らおうと思ったけれど、教頭先生が許してくれなくて、時間も遅くなるからと学校のPCを使って中国の正月特別番組を観るのもダメだっていわれてしまいました。研修で楽し
かった気持ちがあっという間にしぼんじゃった。春節の間、さびしく過ごさなきゃいけないんだなって悲しくなってしまって。でも学校に行ったら、午後休むことは許してくれ
なかった教頭先生が、もう一つのお願いのほうは、小学部の先生からネットが使えるPCを借りれるように手配してくれました。本木先生からノートパソコンを借りたら、教頭
先生は「さ、授業よ」。なんだか感激で胸がいっぱいに。昨日の日本語の授業のとき、鄭先生が私たち留学生のために水餃子を用意してくれました。それにたくさんのお菓子も
あったので、みんなと舎監さんも一緒に旧正月の大みそかを過ごしました。このお菓子はみんな教頭先生が買ってきてくれたんだと聞かされて、教頭先生の株は急上昇。休ませ
てもらえないとか、PCを使わせてもらえないとか厳しいところもあるけれど、こんなに私たちのことをいろいろ考えてくれている。。。本当に、本当に心から感謝していま
す。
他人からの思いやりは本当にありがたいもの。しっかり感謝しなくちゃ。人のために何かをしてあげるって、その人に幸せをもたらしてくれます。この素晴らしい気持ち
をいつも持っているようにしてなくちゃ。
今日は旧正月の元旦、私たちの学校ではマラソン大会がありました。私は頑張って、結果は12位。途中一度も歩かないで完走しまし
た。これって私にとっては大きな進歩です。みんな息を切らしながら一生懸命走っている姿ってすごくステキだと思いました。これががんばっていることの魅力かな。
気持ち
を、日本に来たばかりの頃のように原点に帰そうとと思います。希望を胸に努力を続けられるように。今日はクラスの男子ともおしゃべりをしました。みんなよく私と話をして
くれます。あんまりにぎやかに話していたので、先生方にじっと見られちゃいました。今日は春節なんだって言ったら、みんなで私をぐるっと取り囲んで、ぴょんぴょん飛び跳
ねながらにぎやかに私の周りをまわってくれました。ちょっと恥ずかしかったけれど、やっぱりうれしかったな。友達の素晴らしさとみんながいてくれることのパワーを感じま
した。
今日は高１の女の子何人かと知り合いになりました。みんなとたくさん話をしました。本当に日本に来たばかりのときと同じように、もっとたくさんの人と友達になり
たいな。そんなことがすごくうれしい。私と積極的に話をしてみたいと思わない人もいるだろうけれど、わたしはがんばって、いろいろな人と友達になりたいな。結果なんかま
ずは考えないで、チャレンジしていけば、うまくいくかもしれないしね。
今日の体育の時間、体操着に着替えて集合したとき、吉国先生に寒いんです、といったら、先生が自
分の上着を脱いで貸してくれました。しかも整列のときはカイロまで渡してもらって。なんだかお母さんが子供の世話をしてくれているみたいで、私のお母さんもこうやってい
ろいろしてくれたなって思い出しちゃいました。感謝の気持ちがいっぱいでうまく言葉が出ませんでした。どんな言葉でもこの気持ちは表現できません。それと尚子さんも一緒
に楽しい話をしてくれたり、トランクの荷物を整理しているときに服をたたむのを手伝ってくれたり、彼女にも感謝です。
この中間研修が自分のなかの折り返し地点になっ
て、このあいまいな状況から抜け出して新しい生活が始められるといいな。この５カ月の中で犯した過ちをや、見つけた自分の欠点をもっとがんんばってとりかえして、残った
半年の留学生活を過ごしたい。中国に帰ったとき「たくさんの収穫があった」って言えるように、一生懸命頑張るぞ!

張 黎明さんの日記



再び日本へ、想い

2011.04.08

今日は英数の始業式があったけれど、私は参加できなかった。中国に帰ってもう半月、やっとここでの生活のも慣れてきて、日本での留学していた日々がだんだん遠いものに。
たまに、夢に日本の同級生たちが出てきて、みんなの話し声を思い出し、様々な出来事を回想する。
　日本での約七カ月の生活は、まるで長い夢に中の出来事のようで、あの
日々をうまく言葉で表すことができない。すでに忘却し始めていることもあり、どうやって今に至ったのか、自分でもよくわからない。
　日本に戻る第一陣が決まった。日本
に戻ることは、家族や先生の反対に遭っても、本人が決めたこと。日中交流センターからのお知らせの中にも、「両親とよく相談をして決めること」と書かれていた。でもそれ
が自分の阻む理由になったのではない。「日本の放射能漏れ、地震の頻発」「おちついて勉強をするべき」なんていうのも理由にならない。先生は「日本に行くことの、なにが
いいんだ。そんなのにとらわれることはない。帰ってきてから高三に上がったら、きっと君は学年10番までには入れない。留年して二年の上級クラスに入ったら、成績は後ろ
から数えたほうが。。。」なんて、ひどいことを言われた。
　何も言い訳するつもりはない。自分の人生は、人からは指図されない。すべての責任は自分で引き受けて、自分
の責任においてすべてを行う。
　日本にはやさしいお父さんもお母さんも、暖かい日本の家庭もないのに、どうしてこんなにも日本への思いが募るのかと、自分でも思う。た
ぶんすべてにけりをつけて、留学生活を満了させたいのだ。
　最近悟ったことは、物事には正解も間違いもなく、後悔をしているかどうかということだけ。後悔さえしなけれ
ば、何事にも、価値があるのだ、と。
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最近の色々

2011.06.03

  先週ノーベル化学賞を受賞された鈴木章さんがうちの学校を訪問してくださいました。憧れの鈴木さんに会えるということでもうとにかく嬉しくて、事前に鈴木さんの業績に
ついて予習したり、それを先生の前で発表したりしました。

   当日、学校の多目的ホールは記者や学生、保護者に先生たちで溢れ返っていて、みなドアの両側に立って鈴木さんが登場するのを今か今かと待ち侘びてた。そして13時40
分、ついに鈴木さんが現れた。ゆったりとした力強い歩みでホールの中に入って来る鈴木さん。会場の中に大きな拍手が沸いた。わたしも笑顔で拍手。こんなに偉大な方に会う
のはこれが初めて。講演の途中で質問時間があって、みんな鈴木さんの周りに集まってた。最初に質問をしたのは中1の男子学生。鈴木さんが優しくそれに答えているのを見
て、突然自分も質問をしたくなっちゃって。そのときわたしと同時に手を上げた人は他にも何人かいたんだけど、嬉しいことに最後に先生がわたしを当ててくれたの。すぐさま
前に出て行ったんだけど、この理科方面で素晴らしい業績を残した方を前にして、急に緊張してきちゃって。カメラがわたしの方に向いてたのも、更に緊張を掻き立てて。私は
静かに深呼吸をして、少しだけ笑顔を浮かべながら口を開いた――「鈴木さんこんにちは。私は中国からの留学生で、張と申します。私は今高校三年生なのですが、まだ自分が
将来なにをしたらいいのかが分かりません。鈴木さんはいつ自分のやりたいことを見つけられたのでしょうか？また、どうやってそれを見つけたのでしょうか？」鈴木さんが言
うには、例え今は自分のやりたいことが分からなくても大丈夫、どの教科もしっかりと勉強をしていけば、ゆっくりと自分の興味があることが見えてくる、とのことでした。そ
れから鈴木さんはもともと数学には興味はなくて、でも大学時代に読んだ一冊の有機化学の本をきっかけに、化学に興味を持つようになったという話もしてくださいまし
た。。。

    周りのシャッター音は鳴りっぱなしで、緊張で顔は真っ赤になるわ、息は乱れるわ。でもやっぱり笑顔は崩さずに頭を下げました。しかもなんと質問コーナーでは私が最後
の一人だったんです。全部で3人しか質問できなかったから、ほんとに貴重な経験だったんだなぁ。その後鈴木さんと握手をしたんだけど、校長先生が冗談で「今日は手を洗っ
ちゃだめだよ」って。それから教頭先生から花束を渡す任務を任されたので、大きな花束を抱えたまま、鈴木さんがみんなにサインし終わるのを待っていました。花束を渡すと
き突然先生がマイクを手渡してきて、「張さん一言」なんて言ってきたから、もう頭の中が大パニックで。慌てながらもとっさに「受賞おめでとうございました。今日はうちの
学校に来てくださって、本当にありがとうございました。」と結構いいことが言えたよ。最後にみんなで撮った記念写真が、今日届いたんだけど、すごい嬉しかった。あんな至
近距離であんなにも偉大な方とお話が出来たのかと思うと本当にすごく光栄だなぁとしみじみ感じる。

    あと近況のことを話すとすれば、最近クラスの中でちょっと元気が過ぎちゃってるというか、よくみんなに「うるさいよ」とか言われます。でもそれと同時に「張さんって
ほんと面白いね、中国人ってもしかしてみんな張さんみたいに面白いの？」とも言われるの。多分もうすぐ帰国しなくちゃいけなくなるからだと思うんだけど、自分でも止めら
れないくらいすごくオープンな性格になってきて、それゆえにみんなと関わる機会も更に増えてきました。以前は恥ずかしくてやる勇気がなかったことも、今では全部チャレン
ジしてみようと思えるんです。例えばみんなに冗談を言ったり、ぐいぐい押し合ったり。前はみんなの話してることが分かんないとすごい気まずくて、緊張したままそこに座っ
てるしか出来なかったんだけど、今では堂々と「ちょっとわかんないんだけど、どういう意味なのかな？」て言えるまでになったよ。友達がからかってきたときには「そんなこ
と言わないでよ、怒るよ」なんてことも言ってみたり。以前は多かれ少なかれ自分を隔離しちゃってる部分があったんだよね。いわゆるイメージ的なものを気にして、で、一人
でポツンみたいな。最近は時にバカ笑いしたり、積極的にみんなと遊んだり、色んな面白い話をしたり。みんなもすごい驚いてて、時々「どうしてそんなに嬉しそうなの？」な
んて聞かれることもあるくらい。実際はそんな大それた理由なんてなくて、ただ単にもう自分自身を誤魔化したりしなくなったからなんだけどね。私はもともと明るい人なんだ
から、無口で無愛想で孤独なキャラを演じる必要なんてどこにもないんだ。

    よくいつ帰国するのか聞かれるんだけど、それを答えると、男子が冗談で「じゃあね、バイバイ」なんて言って来る。こう言うとすごく悲しく感じるかもしれないんだけ
ど、でも私は、彼らは実際に心の中ではそういう風に思ってないと思うの。ただ冗談を言ってるだけでさ。まぁ今回くらいは自意識過剰にならせてよ。学校を離れる日にみんな
にどうやってお別れをしたらいいか今からもう考えるのが怖くて。今考えただけでも涙が出そうだもの。

    逆に帰国するその日に全てを忘れてしまいたいとも思う。じゃなきゃこれまでの感動的で美しい思い出たちがずっと心の中に残ったままで、しかもそれらが全部過ぎ去った
ものだってわかっちゃってるから、きっとすごい辛いんだろうなって。中国に帰ってからもきっとこっちでのことを思い出してるはず。ちょうど日本に来たばかりのときにずっ
と中国でのことを思い出してたのと同じ感じで。心の中がなんだかそわそわしちゃって、落ち着かない。逆にお別れの日にみんながいつも通り笑ってバイバイしてくれたらいい
なぁと思うの。そうすれば私も平然とその場を離れ、涙を流すこともない。もしくはお別れするその日もいつもの放課後みたいに、みんな自分の家に帰っていって、また次の日
も会えるようなそんな感じでお別れできたらなって。

      もう一度日本に戻ってきてから、自分は本当に幸せな人間だなと思うようになった。ゴールデンウィークのときには、愛媛にある加藤先生の実家に行って、先生と香川に遊
びに行ったり、以前住んでた岡山の家を訪ねたりした。毎日すごく充実してて、あの時期は毎日車で学校まで送迎してくれたり、普通に日本にホームステイしてるみたいな感じ
だった。これでやっと他のホームステイしてる人たちを羨ましいなんて思わなくて済むよ。だってあの日私も、誇らしげにカバンを背負って手にいっぱいの食料を持って、以前
住んでた家のお姉さんと一緒に寮に帰ったんだもん。人に気にかけてもらえるって、ほんと嬉しいね。

      体育祭のとき寮にいる中一の女の子のお母さんがお弁当を作ってくれて、みんなで一緒に食べたの。その日は保護者が学校に参観に来てて、みんななんとか両親にいいとこ
ろを見せようといつもより積極的に授業に参加してた。グラウンドいっぱいに停められたたくさんの車を眺めながら、心の中で「私のことは誰が見にくるの？私のことを気にか
けてくれる人なんているの？」なんて思ってたけど、後になって、自分はもう子供じゃないんだから、こんなことで落ち込んじゃだめだと思った。だって私は留学生。私はここ
にいるクラスメイトとは経歴が違うんだもの。だからなんてことはないんだ。

      6月11日にこの女の子の家族と一緒に大阪に遊びに行くんだ。楽しみだなぁ。遊園地に行く予定なの。すごい嬉しい。もうちっとも独りじゃないよ。

      あと50日。楽しく毎日を過ごさなきゃ。頑張ろう！
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もう一度進むべき道へ

2011.09.09

  学校が始まって1週間ちょっと。新しい生活にもだいぶ慣れてきました。高校2年生をもう一度やり直すと決めたため、95年生まれの子達と一緒にいるんだけどやっぱりプレッ
シャーがすごいね。最初に登校した日、わたしは髪の毛を下ろしててこげ茶色のカバンを背負っていたからすごく大人っぽく見えたはず……もうちょっと“若く”見せるために、
最近は髪の毛を横結びにして、キラキラしたカチューシャをつけてる。ついでにリュックも背負ってみたら、なんだか学生時代に戻ったような感じがしたよ（笑）。

  生活のリズムがだいぶ変わった。朝7時には学校に行き、夜は9時40分に学校が終わる。今期の高2生すごいんだよ、高1のときから勉強に全力投球してる。うちのクラスの入
口にあるタイルの壁には各科目のタイトルがびっしり書いてあって、午後の授業の前には《銀の龍の背に乗って》を歌わなきゃいけない。先生に質問をしにいく生徒は列を作っ
て並んでる……

  クラスの雰囲気もいい感じ。クラス委員たちもしっかりしてるし、すごくhappyだよ。明日は教師の日だから、今日は授業のときに先生方全員に“先生お疲れ様でした”ってい
う言葉と一緒にプレゼントを贈ったの。特に面白かったのが、謹厳なことで有名な“おじさま”というあだ名の物理の先生。無表情にわたしたちからのプレゼントを受け取ると、
そのまま淡々と“ここでは電流と電圧のことについて勉強します……”，と授業に入ってしまったの。そこでみんなが“先生ちょっとは笑って見せてよ”とからかうと、“おじさ
ま”は慣れない感じで少しだけ笑ってくれた。今日はそれから中秋詩会もあった。すごくにぎやかだったよ。午後の自習は明日がお休みってこともあって、みんな全然身が入ら
なかったから、班長と男子何人かが一緒に教卓のところでみんなに歌を歌ってたんだけど、突然ボスが入ってきちゃって、班長ビックリして顔真っ赤にしてた。はは~

  私自身も新しくこのクラスに来たわけだけど、気まずい感じでもないし孤独でもない。なんにしろ、日本に行ったばかりのころよりはましかな。だからずっと憧れていた今の
生活をもっと大切にしていきたいと思う。もう一度スタート地点に立って、頑張って勉強していこう。

    また中秋節がやってきますね。去年の中秋節は一人寂しく過ごしてた。一人で家に帰る道の途中、夜空の月を眺め、母国にいる家族のことを想った。しかも夜はお弁当だっ
た。今年はちゃんと月餅を食べなくちゃ。

    5期生のみんな、わたしたちはもう日本で必死にやりきった、これからは中国でも頑張ってこう！
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